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研究成果の概要（和文）：　2012年度から義務教育で武道が必修化され、すべての中学校において武道の授業が
実施されている。武道の理念とは武技の修錬によって心を磨き人格を形成する事であり、これを現代の学校教育
において行う事が求められている。だが、これまでの先行研究において、武道授業によって「生徒の心が育っ
た」という学術的データはほとんど存在していない。そこで本研究では、剣道授業によって自己効力感、自尊感
情、達成動機を高める事ができるかを検証する事を目的とした。
　本研究の結果、小規模校で実施した剣道授業の実施によって、生徒の自己効力感、自尊感情、達成動機が長期
的・短期的にも肯定的に変化し剣道授業の心理的効果が認められた。

研究成果の概要（英文）：Martial arts have been compulsory in compulsory education from 2012, so 
classes in martial arts are being implemented in all junior high schools. The philosophy of martial 
arts is to refine the mind through martial arts and to form one’s personality, which is required in
 modern school education. However, in previous studies so far, there are few scholarly data that 
provide evidence that "minds of students grew" by martial arts classes. Therefore, in this research,
 we aimed to verify whether self-efficacy, self-esteem, achievement motive can be enhanced by Kendo 
class.
As a result of this research, it was confirmed that the self-efficacy, self-esteem, and achievement 
motive of students changed positively even in the long term and short term by the implementation of 
Kendo classes conducted at a small schools, and the psychological effect of the Kendo class was 
recognized.

研究分野：運動心理学
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の心理面が肯定的に変容したことが明確と
なった。また、CAM の効果は一般的な剣道
授業を経験したことがある 2・3 年生の達成
動機を高めるためには効果的であることが
判明した。 
 
2017年度（３年目）の結果 
 本研究の最終年度である 2017 年度は、小
規模校で実施する剣道授業が生徒の心理的
変数にどのような影響を与えるかを経年変
化も踏まえて分析・検討することを目的とし
た。以下に本研究から得られた知見を示した。 
（1）CAMの効果の検証 
 剣道授業期間前後（小規模校 A）の比較分
析から、生徒の達成動機、自己効力感に有意
な上昇が認められた（1％〜5％水準）。また、
1 回の剣道授業前後での一過性の変化では、
心理的ストレス反応、抑うつ・不安、無気力
が有意に低減した。さらに、POMS２尺度内
の DD（抑うつ—落ち込み）、FI（疲労—無気
力）、TA（緊張—不安）は有意に低下し、一
方で VA（活気—活力）が有意に上昇した。
すなわち、CAMを用いた剣道授業によって、
生徒の達成動機と自己効力感は増加し、一過
性の心理的効果も確認された。 
（2）木刀による剣道授業の効果の検証 
 木刀による剣道基本技稽古法を用いた剣
道授業期間前後（小規模校 B）の比較分析か
ら、生徒の達成動機が有意に上昇したことが
判明した（1％〜5％水準）。また、1回の剣道
授業前後での一過性の変化では、ストレス度、
抑うつ・不安、無気力、不機嫌・怒りが有意
に低減した。さらに、POMS2 尺度内の AH
（怒り—敵意）、CB（混乱—当惑）、DD（抑
うつ—落ち込み）、FI（疲労—無気力）、TA
（緊張—不安）が有意に低下した。すなわち、
木刀を用いた剣道授業によって、生徒の達成
動機は有意に増加し、一方でネガティブな感
情は低減したことが確認された。 
（3）経年変化に着目した分析 
 2016年度と2017年度の２年間の経年変化
分析から、CAM あるいは木刀による剣道授
業のいずれにあっても、2016 年度に比して
2017 年度の方が達成動機、自己効力感が増
加したことが確認された。 
 
【考察】 
1．剣道授業の効果について 
 本研究では、「剣道具を使用した剣道授業」、
「木刀による剣道基本技稽古法」、「CAM」の
3 種類の剣道授業を実施した。すべての剣道
授業において、小規模校の生徒の達成動機、
自己効力感、自尊感情は授業の進行とともに
高まることが確認された。このことから、剣
道授業が生徒の心理面の肯定的な変容に寄
与すると考えられた。 
 木刀による剣道基本技稽古法を用いた剣
道授業では、剣道授業未経験者の、達成動機
（自己充実的達成動機、競争的達成動機）が、
剣道授業開始前には剣道授業経験者に比べ

低い傾向にあった。しかし、剣道授業の進行
に伴い、剣道未経験者の達成動機は上昇し、
剣道授業終了時には、剣道授業経験者との間
には差が見られなくなった。このことから、
木刀による剣道基本技稽古法の特徴として、
1年目の方が 2年目よりも達成動機（自己充
実的達成動機、競争的達成動機）の高まりは
顕著であったことがわかる。1 年目には、形
の方法や順番を間違えることなくできるこ
とに成功体験を感じていたが、2 年目になる
と形の手順だけでなく、相手と息を合わせる
などの「質」を求めていくことで、同じ「め
あて」であっても難易度は高くなることから、
成功体験を感じることが減少したと推察さ
れる。これらのことから、木刀による剣道基
本技稽古法は、2年目よりも 1年目の方が、
心理的変数の上昇が顕著であることが示さ
れた。 
 CAM を用いた剣道授業では、剣道授業経
験者は剣道授業未経験者よりも、達成動機合
計得点及び自己充実的達成動の平均値が高
い水準で上昇していることが確認された。剣
道授業経験者は、1 年目に剣道授業を経験し
ていることで、剣道実技の内容を理解してい
る。そのため、心理学講義の中で「自己の可
能性」や「できると思って課題に挑戦するこ
との重要性」などを教示されることによって、
剣道実技への動機づけが高まったと推察さ
れる。しかし、剣道授業未経験者である 1年
生は、剣道授業がどのようなものかが不明確
であることや初めて行う剣道への不安や苦
手意識により、心理学講義が剣道実技への動
機づけに直接的に繋がらなかったと考えら
れる。これらのことから、1 年目に剣道授業
を経験している 2・3年生の方に、CAMの効
果が顕著に現れたと推察された。 
 
【結論】 
 3 年間にわたる本研究の結果から、小規模
校で実施した剣道授業の実践によって、生徒
の心理面は長期的・短期的にも肯定的に変化
し、剣道授業の心理的効果は概ね実証された
と考えられる。 
 本研究では、3 種類の剣道授業を実践した
が、3 種類の剣道授業には、それぞれ特徴が
あり、期待される効果は異なる。そのため、
小規模校の特色と小規模校の生徒の心理的
特徴を把握し、その実状にあった剣道授業内
容と方法を選択することが必要である。それ
により、剣道授業がより効果的に生徒の心理
面を肯定的に変容させることに寄与できる
と考えられる。 
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